





































腕木信号機の通信線は、最盛期には総延長およそ 5,000 km（図 6）ありました。フランスの南北、
東西がおよそ 1,000 kmと考えますと、その 5倍という距離になります。その信号線の間におよそ 600
カ所ぐらいのステーション、信号所がつくられました。ある意味で言うと、モールスの電気信号機が
導入されるまで、腕木信号機による通信はフランスの情報通信の花形という時代でありました。
ではどうやって伝えたかと申しますと、図 5をご覧下さい。平均 10 kmから 15 kmの彼方から、隣
の信号所が形作る形を望遠鏡で見まして、そして隣の信号所が腕木をいろいろ動かすのを隣の信号所
の望遠鏡で見ます。その見た形をそのまま次の信号所に伝えていく。言ってみれば簡単な原理です。
手旗信号の大型版とも言えましょう。図 2は、腕木の形が 1、2、3、4、5、6…、そして 0までの 10個
の数字を表していることを示しています。送信する場合、暗号簿を使って、平文の単語・単文の塊→
各塊を暗号簿の 1から 9999までに割り当てる（換字式という）。例えば、1という数字を送ると、ど






































































































































































































































ということになっているらしいということがわかってきました（R. Mousnier, Les Institutions de la France 

















































































































































































































































































































































































































































図 3　ストップ信号（図は 73という二桁数字）図 2　腕木信号の形と数字の対応
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図 7　1789年 7月の「大恐怖」地図（G. Lefebvre, La Grande Peur de 1789, 1932.）
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図 8　仏軍占領下ベルギーにおいて徴発物資を搬入させられている。
図 9　パリ―リールの交信内容 図 10リール―パリの交信内容
